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「
領
主
の
法
と
町
の
法
」

　
江
戸
時
代
も
後
半
に
な
る
文

化
４
（
１
８
０
７
）
年
正
月
、

桐
生
新
町
で
４
人
の
者
が
、

博ば
く
ち奕
の
疑
い
で
領
主
で
あ
る
出

羽
松
山
藩
桐
生
陣
屋
の
取
り
調

べ
を
受
け
ま
し
た
。
４
人
は
２

月
２
日
に
陣
屋
か
ら
「
手
錠
」

の
処
分
を
受
け
、
四
日
後
に
釈

放
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
一
件

は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
釈
放
さ
れ
た
後
、
４
人
は

円
満
寺
へ
「
入に
ゅ
う
じ寺
」
し
た
の
で

し
た
。

　
入
寺
と
は
、
こ
の
場
合
、
謝

罪
の
意
思
を
表
す
た
め
に
、
寺

院
に
駆
け
込
ん
で
謹
慎
す
る
こ

と
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、

「
詫わ

び
の
作
法
」
と
し
て
広
く

み
ら
れ
た
慣
行
で
す
。
４
人

は
、
博
奕
の
罪
で
手
錠
の
処
分

を
受
け
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
町

方
へ
の
謝
罪
の
た
め
に
入
寺
し

た
の
で
し
た
。

　
こ
こ
に
、
幕
府
や
大
名
な
ど

領
主
が
定
め
た
法
（
公
法
）

と
、
町
や
村
に
よ
る
慣
習
法
と

い
う
、
性
格
の
異
な
る
二
重
の

法
の
も
と
に
暮
ら
し
て
い
た
当

時
の
社
会
が
み
え
て
き
ま
す
。

全
て
の
事
件
な
ど
に
二
重
の
法

が
適
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
側
面
の

存
在
を
、
こ
の
一
件
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
一
件
は
、
桐
生
新
町
で

織
物
買
継
商
を
営
み
、
名
主
を

務
め
た
書
上
家
の
「
役
用
日

記
」
に
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
記
に
は
、
町
の
内
外
で

起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の

生
活
を
紐ひ
も

解
く
た
め
の
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
世

部
会
で
は
、
こ
の
日
記
の
解
読

を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

第
７
回

『
新
編　
桐
生
市
史
』
編
集
委
員

　
近
世
部
会
長

佐さ
と
う藤　
孝た
か
ゆ
き之

松
まつしま

島　ひなたちゃん
２歳

（相生町一丁目）

生
うぶかた

方　律
りつ

ちゃん
９か月
（琴平町）

生
うぶかた

方　碧
あおい

ちゃん
３歳

（琴平町）

「入寺」のあった円満寺「入寺」のあった円満寺

パチリいい顔 桐生っ子
　市内に居住する３歳まで（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。

▶
「
書
上
家
役
用
日
記
」

　
　

文
化
4
年
2
月
の
記
事


